
子
ど
も
を
身
体
・
心
理
・
社
会
的
に
捉
え
、

支
援
す
る
医
療
・
保
健
を
目
指
し
て

　
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
　
理
事
長

�

五
十
嵐　

隆

　

わ
が
国
の
総
人
口
数
は
現
在
の
約
１
億
２
千
万
人
か
ら

2
0
5
0
年
代
に
は
１
億
人
を
切
り
、
2
0
5
0
年
以
降
に
は

15
歳
ま
で
の
小
児
人
口
は
現
在
の
12
％
か
ら
9
％
程
度
に
減
少

す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
2
0
2
4

年
の
わ
が
国
の
合
計
特
殊
出
生
率
（
女
性
が
一
生
の
間
に
生
む

子
ど
も
の
数
）
は
1
．15
（
1
9
8
5
年
以
前
は
1
．8
以
上
）

に
低
下
し
、
出
生
数
は
約
68
．6
万
人
に
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
当
初
の
予
想
以
上
に
少
子
化
が
進
行
す
る
と
危
惧

さ
れ
ま
す
。
一
方
、
わ
が
国
に
は
解
決
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

子
ど
も
の
健
康
課
題
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
．
小
児
医
療
・
小
児
保
健
の
課
題

⑴ 

低
出
生
体
重
児
の
子
ど
も
と
家
族
へ
の
支
援

　

1
9
7
5
年
の
わ
が
国
の
男
女
合
わ
せ
た
す
べ
て
の
子
ど
も

の
出
生
時
の
平
均
体
重
は
３
︐2
0
0
ｇ
で
、
２
︐5
0
0
ｇ
未

満
の
低
出
生
体
重
児
は
全
体
の
5
．1
％
で
し
た
。
2
0
2
3

年
に
は
平
均
体
重
は
３
︐0
1
0
ｇ
に
減
少
し
、
低
出
生
体
重

児
の
割
合
も
全
体
の
9
．2
％
と
高
い
状
態
で
す
。
先
進
諸
国

の
う
ち
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
平
均
体
重
が
低
下
し
て
い

る
国
は
わ
が
国
だ
け
で
す
。
さ
ら
に
、
低
出
生
体
重
児
の
割
合

も
わ
が
国
は
先
進
諸
国
の
中
で
一
番
高
い
状
態
で
す
。
確
か
に
、

小
さ
く
産
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
で
も
、
現
在
の
高
度
な
医
療
に
よ

り
、
無
事
に
大
き
く
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
さ
く
産
ま
れ
た
子
ど
も
程
、
成
人

に
な
っ
て
か
ら
の
脂
質
代
謝
異
常
症
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
慢

性
腎
臓
病
な
ど
の
身
体
的
疾
患
や
注
意
欠
陥
多
動
、
自
閉
ス
ペ

ク
ト
ラ
ム
な
ど
の
中
枢
神
経
系
疾
患
の
発
症
率
が
高
い
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
注
意

欠
陥
多
動
性
障
害
や
自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
疑
い
を
持
つ
学
童

の
数
が
わ
が
国
で
は
2
0
0
8
年
頃
か
ら
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
わ
が
国
で
は
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重

が
以
前
よ
り
も
小
さ
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
思
春
期
の
頃

か
ら
若
年
女
性
が
十
分
な
栄
養
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
ビ
タ
ミ
ン
D
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
鉄
な
ど
）
を
摂
取
し
て
い
な

い
こ
と
や
出
産
年
齢
の
高
年
化
に
よ
る
子
宮
や
胎
盤
の
（
胎
児

に
十
分
な
栄
養
を
与
え
る
）
機
能
低
下
が
、
低
出
生
体
重
児
の



を
充
実
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
小
児
科
診
療
所
に
学
校
の
問
題

に
関
し
て
相
談
・
助
言
等
を
行
う
「
医
療
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」（
元
小
学
校
校
長
）
を
配
置
し
、
不
登
校
・
登
校
渋
り
、

友
人
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
、
学
習
上
の
課
題
等
に
対
応
す
る
取
り

組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
児
科
医
と
家
族
の
間
に
教
師
で

あ
っ
た
専
門
家
が
介
在
す
る
こ
と
で
、
家
族
と
学
校
と
の
連
携

が
深
ま
り
、
不
登
校
の
原
因
究
明
と
そ
の
対
策
が
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
、
良
い
成
果
が
出
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶ 

増
加
す
る
貧
困
と
小
児
虐
待
に
対
し
て

　

子
ど
も
の
貧
困
は
心
身
の
健
康
、
教
育
、
生
活
習
慣
に
も
大

き
く
影
響
を
与
え
ま
す
。
特
に
、
子
ど
も
が
子
ど
も
時
代
に
経

験
す
べ
き
機
会
が
奪
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
（
社
会
的
排
除
）
が

大
き
な
問
題
で
す
。
さ
ら
に
、
小
児
期
に
健
康
な
生
活
習
慣
を

作
る
こ
と
が
で
き
ず
、
成
人
期
に
な
っ
て
か
ら
の
健
康
や
寿
命
ま

で
を
も
規
定
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す（
健
康
格
差
社
会
）。

　

わ
が
国
で
は
子
育
て
世
帯
へ
の
国
や
自
治
体
か
ら
の
経
済
的

支
援
が
少
な
く
、
特
に
低
所
得
者
層
の
子
育
て
の
負
担
率
は
他

の
所
得
者
層
よ
り
も
相
対
的
に
高
い
状
況
で
す
。
わ
が
国
で
は
、

一
人
親
世
帯
の
半
数
以
上
が
相
対
的
貧
困
状
態
に
あ
り
、
こ
れ
は

O
E
C
D
諸
国
の
中
で
最
も
高
い
水
準
で
す
。
従
っ
て
、
多
く
の

一
人
親
世
帯
に
経
済
的
支
援
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
孤
立
傾

主
な
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
立
場
に
立
つ

と
、
胎
児
期
に
十
分
な
栄
養
を
母
体
か
ら
も
ら
え
る
環
境
が
望

ま
し
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
女
性
の
社
会
進
出

は
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
女
性
が
20
歳
台
・
30
歳
台
の
初
め
に

出
産
で
き
る
社
会
環
境
を
作
る
こ
と
が
赤
ち
ゃ
ん
の
利
益
の
た

め
に
も
な
る
と
考
え
ま
す
。
経
済
面
か
ら
の
育
児
支
援
や
、
出

産
・
子
育
て
す
る
女
性
へ
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
な
ど
も
同
じ
よ
う

に
重
要
で
す
。
さ
ら
に
、
妊
娠
・
出
産
前
の
若
年
女
性
と
パ
ー

ト
ナ
ー
に
対
し
て
、
妊
娠
・
出
産
を
含
め
た
自
分
た
ち
の
人
生

設
計
に
関
す
る
健
康
教
育
（
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
）
の

重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

⑵ 

不
登
校
の
小
中
学
生
の
増
加
に
対
し
て

　

2
0
2
3
年
度
は
病
気
や
経
済
的
理
由
を
除
き
、
心
理
・
社

会
的
な
要
因
な
ど
で
小
中
学
校
に
年
30
日
以
上
登
校
し
な
い
不

登
校
児
童
生
徒
数
が
3
4
6
︐4
8
2
人
を
数
え
ま
す
。

2
0
2
2
年
度
に
比
べ
４
７
︐4
3
4
人
（
15
．9
％
）
も
増
加

し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
状
況
に
対
し
て
文
部
科
学
省
は
「
誰

一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障
に
向
け
た
不
登
校
対
策

（
C
O
C
O
L
O
プ
ラ
ン
）」
を
示
し
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
や
不
登
校
に
関
し
て
相
談
で
き
る
環
境
を
整
備
し
た
り
、「
校

内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
支
援
員
」や「
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
」



向
に
な
る
相
対
的
貧
困
状
態
の
保
護
者
と
子
ど
も
が
周
囲
と
の

社
会
的
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
支
援
も
行
わ
れ
る
べ
き
で
す
。

　

少
子
化
が
進
行
し
て
い
る
の
に
わ
が
国
の
児
童
虐
待
・
相
談

対
応
件
数
は
毎
年
増
加
し
続
け
、
2
0
2
3
年
度
は
約
22
．5

万
件
を
数
え
ま
し
た
。
子
ど
も
に
日
常
的
に
接
す
る
者
は
、
子

ど
も
の
身
体
的
所
見
等
か
ら
子
ど
も
が
悩
ん
で
い
る
心
理
・
社

会
的
問
題
に
気
付
き
、
そ
の
改
善
に
向
け
、
地
域
で
の
社
会
資

源
に
繋
げ
る
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

⑷ �C
hildren and Youth w

ith special health care 

needs

の
増
加
、
発
達
障
害
児
、
医
療
的
ケ
ア
児
・
者
へ

の
支
援

　

2
0
2
3
年
の
わ
が
国
の
新
生
児
死
亡
率
は
0
．8
（
人
口

１
︐0
0
0
人
あ
た
り
）、
乳
児
死
亡
率
は
1
．8
（
人
口
１
︐0
0
0

人
あ
た
り
）
で
し
た
。
こ
れ
は
先
進
諸
国
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
で
す
。
ま
た
、
小
児
期
発
症
の
慢
性
疾
患
を
有
す
る
20
歳

未
満
の
子
ど
も
の
死
亡
率
は
全
体
と
し
て
50
年
前
の
約
１
/
５

に
低
下
し
て
い
ま
す（
①
）。
米
国
で
はChildren and youth 

w
ith special health care needs

（
C
Y
S
H
C
N
：
慢
性

的
に
身
体
・
発
達
・
行
動
・
精
神
状
態
に
障
害
を
持
ち
何
ら
か

の
医
療
や
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
や
青
年
）
の
占
め
る
割
合
が

18
．8
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
東
京
西
部
地
区
で
の
同
様
の
調

査
（
対
象
者
の
平
均
年
齢
9
．7
歳
）
で
も
12
．5
％
で
し
た
。

C
Y
S
H
C
N
の
増
加
は
先
進
諸
国
に
お
け
る
共
通
の
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
C
Y
S
H
C
N
の
上
位
10
位
疾
患
の
う
ち
８

疾
患
が
発
達
障
害
や
こ
こ
ろ
の
障
害
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
が

必
要
で
す
（
表
１
）。

　

発
達
障
害
児
・
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

患
児
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ス
キ
ル
ニ
ス
（
社
会
で
周
囲
と
う
ま

く
や
っ
て
ゆ
く
た
め
の
技
術
・
経
験
）
を
獲
得
す
る
た
め
の
、

保
護
者
に
は
ペ
ア
レ
ン
ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
発
達
障
害
の
子

ど
も
の
特
性
を
理
解
し
、
尊
厳
を
保
ち
つ
つ
、
子
ど
も
を
受
容

す
る
た
め
の
練
習
）
な
ど
の
支
援
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
が
簡
単
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る

こ
と
を
改
善
す
る
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

表１　�Children and youth with 
special health care needs
を構成する疾患

疾患名 全体の中の
割合 （%）

アレルギー 42.0
注意欠陥多動性障害 33.8
行為障害 27.4
気管支喘息 27.3
不安症 26.8
学習障害 24.8
発達の遅れ 21.1
会話･言語の障害 17.5
自閉スペクトラム 13.2
うつ 12.5
Children and youth with special health care 
needs: a profile. 
Pediatrics 149（Suppl 7）: e2021056150D. 
doi: 10.1542/peds.2021-056150D. 2022



　

医
療
的
ケ
ア
児
（
重
度
ま
た
は
医
学
的
脆
弱
性
に
関
連
す
る

一
つ
以
上
の
慢
性
的
臨
床
症
状
を
持
ち
、
気
管
切
開
、
経
管
栄

養
、
車
椅
子
な
ど
一
般
的
に
重
度
な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど

も
）
は
2
0
2
3
年
に
約
２
万
人
、
人
工
呼
吸
器
に
よ
る
治
療

が
必
要
な
子
ど
も
は
約
5
．4
千
人
と
な
り
、
毎
年
増
加
し
て

い
ま
す
。
医
療
的
ケ
ア
児
の
多
く
は
在
宅
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

在
宅
で
人
工
呼
吸
器
や
中
心
静
脈
栄
養
な
ど
の
高
度
な
医
療
対

応
を
担
う
家
族
に
は
多
大
な
負
担
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
場
合
、

母
親
が
中
心
に
な
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
こ
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
子
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
や
医
療
型
短
期
入
所
施
設
の
運

営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
淀
川
キ
リ
ス
ト
教
病
院
や
成
育
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
で
こ
の
様
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
こ
の
分
野
で
の
様
々
な
改
善
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
す（
②
）。

⑸ 

小
児
慢
性
特
定
疾
患
と
難
病
医
療
制
度
の
矛
盾

　

わ
が
国
に
は
小
児
慢
性
疾
患
治
療
研
究
事
業
に
よ
る
医
療
費

助
成
が
あ
り
、
慢
性
疾
患
を
持
つ
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
20
歳

に
な
る
ま
で
医
療
費
補
助
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
児
慢
性
特

定
疾
患
治
療
研
究
事
業
が
開
始
さ
れ
た
50
年
前
頃
は
、
多
く
の

患
者
さ
ん
が
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
制
度
の
も
と
で
小
児
慢
性
特
定
疾
患
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
る
疾
患
の
う
ち
、
特
定
疾
患
医
療
費
助
成
制
度
に
よ
る
難
病

に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
疾
患
が
49
％
（
4
1
8
疾
患
）
を
占
め

ま
す
。
特
定
疾
患
医
療
費
助
成
制
度
で
は
指
定
難
病
の
患
者
さ

ん
へ
の
医
療
費
助
成
に
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
小

児
が
ん
は
1
0
0
％
、
神
経
・
筋
疾
患
の
30
％
が
指
定
難
病
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ら
の
患
者
散
は
20
歳
に
な

る
と
、
医
療
費
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
は
小
児
慢
性
疾
患
の
子
ど
も
の
生
命
予
後
が
改
善
し
、

成
人
を
迎
え
る
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
小
児
慢
性
特
定
疾
病

治
療
研
究
事
業
の
対
象
と
な
る
疾
患
を
持
つ
患
者
の
年
齢
制
限

を
撤
廃
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

２
．
小
児
医
学
研
究
の
更
な
る
推
進

　

医
学
・
医
療
が
進
歩
し
、
現
在
で
は
多
く
の
難
病
の
治
療
法

に
改
善
が
見
ら
れ
、
治
癒
す
る
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
救
命
や
症
状
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
の
出
来
な

い
難
病
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
難
病
の
病
因
・
病
態
解
明
の
た

め
の
研
究
や
、
A
I
（
人
工
知
能
）
の
医
療
へ
の
導
入
、
難
病

に
対
す
る
個
別
化
医
療
や
遺
伝
子
治
療
・
再
生
細
胞
医
療
な
ど

の
先
進
的
治
療
法
の
開
発
が
今
後
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
基
礎
研



究
や
臨
床
研
究
だ
け
で
な
く
、
効
果
の
あ
る
介
入
を
正
し
く
実

施
し
、
確
実
に
広
め
る
た
め
の
実
装
研
究
の
推
進
も
求
め
ら
れ

ま
す
。
特
に
、
遺
伝
子
治
療
な
ど
の
高
度
先
進
医
療
は
外
国
製

の
製
品
が
ほ
と
ん
ど
で
、
極
め
て
高
価
で
す
。
そ
の
理
由
は
、

製
品
化
す
る
上
で
必
要
な
様
々
な
技
術
が
特
許
化
さ
れ
て
お
り
、

高
額
の
使
用
料
を
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
良

い
製
品
を
国
産
化
す
る
た
め
に
、
基
盤
技
術
の
国
産
化
も
極
め

て
重
要
な
課
題
で
す
。

　

医
学
的
に
効
果
の
あ
る
診
断
法
や
治
療
法
で
も
実
際
に
は
広

ま
っ
て
い
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
広
ま
ら
な
い
の
か
、
広

め
る
た
め
に
障
害
と
な
る
も
の
が
何
な
の
か
、
障
害
を
取
り
除

く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
を
解
決
す
る
た
め
の
実
装
研

究
を
進
め
る
た
め
、、
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
昨
年
か
ら

「
子
ど
も
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
を
設
立
し
、
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

３
．�

わ
が
国
の
子
ど
も
の
身
体
・
心
理
・
社
会
的

w
ell-being

を
高
め
る
た
め
に

⑴ �

身
体
・
心
理
・
社
会
的w

ell-being

を
目
指
す
わ
が
国
の

変
化

　
「W

ell-being

」
と
は
「
健
康
」
あ
る
い
は
「
幸
せ
」
と
日

本
語
に
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ユ
ニ
セ
フ
が

2
0
0
0
年
に
引
き
続
い
て
2
0
2
5
年
に
公
表
し
た

Innocenti Report Card １９

で
は
、
わ
が
国
の
子
ど
も
の
身

体
的w

ell-being

は
36
カ
国
中
１
位
で
し
た
が
、
心
理
的

w
ell-being

は
32
位
と
下
位
グ
ル
ー
プ
の
ま
ま
で
し
た（
③
）。

人
のw

ell-being

を
身
体
・
心
理
・
社
会
的
な
面
か
ら
捉
え
る

こ
と
が
世
界
的
趨
勢
に
な
っ
て
い
ま
す
。
米
国
小
児
科
学
会
は

biopsychosocial w
ell-being

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
は
健
康
に
関
し
て
こ
れ
ま
で
こ
の
様
な
考
え
方
が
定

着
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
近
に
な
っ
て
よ
う
や
く
こ
ど
も

家
庭
庁
が
作
成
し
た
「
就
学
前
の
こ
ど
も
の
育
ち
に
係
る
基
本

的
な
指
針
」に
お
い
て
、こ
ど
も
のw

ell-being

を「
身
体
」「
心
」

「
社
会（
環
境
）」の
三
つ
の
視
点
で
一
体
的
・
包
括
的
に
捉
え

る
考
え
方
と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た（
④
）。す
で
に
施
行
さ
れ
て

い
る「
成
育
基
本
法
」（
⑤
）、「
こ
ど
も
大
綱
」（
⑥
）や「
こ
ど
も
基

本
法
」（
⑦
）な
ど
を
根
拠
に
、
わ
が
国
の
子
ど
も
のw

ell-being

の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
が
国
全
体
で
進
む
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

⑵ 
わ
が
国
の
乳
幼
児
健
診
：
特
に
５
歳
児
健
診
に
つ
い
て

　

わ
が
国
の
乳
幼
児
検
診
は
１
歳
半
検
診
と
３
歳
児
検
診
の
み

国
が
実
施
責
任
を
持
つ
法
定
健
診
で
、
そ
の
他
の
時
期
に
行
わ



れ
て
い
る
乳
幼
児
検
診
は
こ
れ
ま
で
地
方
自
治
体
の
判
断
に
任

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
近
年
、
１
ヶ
月
健
診
と
５
歳
健
診
に
対
し

て
も
国
が
支
援
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

５
歳
健
診
で
は
、
子
ど
も
の
身
体
・
心
理
・
社
会
的
な
評
価

が
行
わ
れ
ま
す
。
特
に
、
３
歳
児
健
診
で
は
わ
か
ら
な
か
っ
た

発
達
障
害
や
学
習
障
害
の
子
ど
も
に
気
づ
き
、
必
要
な
支
援
を

早
期
に
始
め
る
こ
と
で
、
小
学
校
入
学
後
に
生
じ
る
様
々
な
問

題
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
を
挙

げ
て
５
歳
健
診
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
小
児
科
医
や
産
婦
人

科
医
な
ど
の
医
師
だ
け
で
な
く
、
保
健
師
な
ど
医
療
関
係
者
が

５
歳
健
診
に
参
画
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

の
成
果
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

⑶ 

わ
が
国
の
学
校
健
診
の
現
状
と
今
後

　

わ
が
国
の
学
校
で
は
毎
年
４
－
６
月
の
時
期
に
年
１
回
の
健

康
診
断
が
行
わ
れ
、
学
童
期
以
降
の
子
ど
も
の
健
康
管
理
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
わ
が
国
の
子
ど
も
の
身
体
的w

ell-
being

が
ユ
ニ
セ
フ
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
学
校
健

診
が
貢
献
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
学
校
健
診

で
実
施
さ
れ
て
い
る
内
科
健
診
の
子
ど
も
一
人
あ
た
り
に
か
け

る
時
間
は
短
く
、
側
湾
を
含
め
た
身
体
の
外
見
的
評
価
、
聴
診

に
よ
る
心
音
の
異
常
・
心
拍
の
不
整
な
ど
の
評
価
、
呼
吸
音
の

異
常
な
ど
の
評
価
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
現
在
行
わ

れ
て
い
る
わ
が
国
の
学
校
健
診
で
は
子
ど
も
の
身
体
的
評
価
に

主
眼
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
近
年
、
現
状
の
学
校
健
診
で
は
足

り
な
い
心
理
的
評
価
を
行
う
た
め
に
、
心
理
・
社
会
的
背
景
と

身
体
症
状
に
関
す
る
自
記
式
質
問
表
を
用
い
た
教
育
機
関
と
医

療
機
関
と
が
連
携
し
た
学
校
健
診
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
取
り

組
み
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

米
国
で
は
０
－
21
歳
ま
で
の
子
ど
も
や
思
春
期
の
子
ど
も
に

健
診
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
費
用
は
健
康
保
険
が
負
担
し

ま
す
。
子
ど
も
の
健
診
は
個
別
健
診
と
し
て
行
わ
れ
、
３
歳
ま

で
に
12
回
、
３
歳
か
ら
21
歳
ま
で
は
年
１
回
の
健
診
が
保
障
さ

れ
て
い
ま
す
。
健
診
を
受
け
て
い
な
い
と
登
校
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。
米
国
が
子
ど
も
の
健
診
を
無
料
で
実
施
す
る
の
は
、
公

衆
衛
生
上
の
合
理
性
、
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
、
法
的
要
件
に
基
づ

く
確
固
と
し
た
戦
略
的
な
方
針
に
基
づ
い
て
い
ま
す
（
表
２
）。

す
な
わ
ち
、
21
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
健
診
は
米
国
社
会
全
体
の

医
療
コ
ス
ト
を
可
能
な
限
り
削
減
し
な
が
ら
、
健
康
な
次
世
代

を
育
て
る
た
め
に
必
要
な
政
策
と
判
断
さ
れ
て
い
る
た
め
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
の
健
診
、
特
に
思
春
期
の
子
ど
も
の
健

診
で
は
、
子
ど
も
の
発
達
を
含
め
た
身
体
的
評
価
だ
け
で
な
く
、

う
つ
、
い
じ
め
、
貧
困
の
有
無
な
ど
の
心
理
・
社
会
的
評
価
を

行
い
、
家
庭
環
境
、
生
活
習
慣
、
親
子
関
係
、
学
校
生
活
な
ど



子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
を
聴
取
し
、
子
ど
も
の
心
身
の
健
康

に
影
響
を
与
え
る
リ
ス
ク
を
評
価
し
、
必
要
な
場
合
に
は
適
切

な
助
言
・
指
導
を
子
ど
も
や
家
族
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
子
ど
も
と
家
族
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
ま
で
踏
み
込
む
た
め
、

個
別
健
診
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
年

一
回
の
健
診
時
に
は
保
護
者
の
同
席
も
必
要
で
す
。
保
護
者
と

面
談
す
る
事
な
し
に
、
子
ど
も
の
社
会
環
境
を
理
解
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
の
健
診
で
は
、
医
療
サ
イ
ド
が
子
ど
も

のbiopsychosocial w
ell-being

を
健
診
に
て
評
価
し
、
課
題

に
対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
ス
キ
ル
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

米
国
小
児
科
学
会
の
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
「Bright Futures

」

や
厚
生
労
働
省
研
究
班
に
よ
る
「
日
本
版Bright Futures

」

が
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
集
団
で
実
施
さ
れ
て
い
る
学
校
健
診
の
す
べ
て
を
す
ぐ

に
個
別
化
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
眼

科
検
診
、
耳
鼻
科
健
診
、
歯
科
検
診
、
学
校
心
電
図
検
査
な
ど

は
、
集
団
で
実
施
す
る
方
が
効
率
的
で
す
。
従
っ
て
、
内
科
検

診
の
み
を
個
別
化
健
診
と
し
、
他
の
健
診
は
集
団
健
診
の
ま
ま

と
す
る
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
健
診
）
な
ど
の
検
討
も
必
要
で
す
。

子
ど
も
のbiopsychosocial w

ell-being

を
目
指
し
た
個
別

健
診
を
進
め
る
上
で
、
現
状
で
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
個
別

健
診
を
進
め
る
た
め
に
は
複
数
の
条
件
を
整
え
る
こ
と
も
必
要

で
す
。

最
後
に

　

小
児
科
医
を
中
心
と
し
た
子
ど
も
の
医
療
・
子
ど
も
の
保
健

の
関
係
者
は
こ
れ
ま
で
外
来
診
療
に
お
い
て
、
疾
病
へ
の
対
応

や
予
防
接
種
な
ど
を
中
心
に
、
子
ど
も
の
健
康
向
上
に
寄
与
し

表２　子どもの健診を無料で実施する根拠（米国）

１）�健診にて子ども、思春期の子どもの病気を早期に
発見し、重症化に伴う医療費の高額化を防ぎ、将
来的なコストを削減する。

２）�子ども・思春期の子どもは体調不良を自ら訴える
ことができないことがあるため､ 定期的な健診が
必要である。

３）�子どもの健診費用を保護者が負担しなくてはなら
ないと、経済的な余裕のない保護者は子ども、思
春期の子どもの健診を避けたり､ 受診させたいの
に受診できなくなる恐れがある。

４）�結核などの感染症の早期発見や麻疹などの予防接
種の実施により、集団感染のリスクを減らす。

５）�子ども､ 思春期の子どもの発達や行動面での問題
を早期に発見し、適切な支援や教育を受けさせる
ことで､ 将来的な社会的コストを抑制できる。

６）�オバマケアにより、米国の多くの健康保険プラン
は子ども、思春期の健診サービスを保護者の自己
負担ゼロで実施することを義務づけている。



て
き
ま
し
た
。
今
後
は
子
ど
も
のbiopsychosocial w

ell-
being

を
目
指
す
た
め
に
、
子
ど
も
の
個
別
健
診
に
あ
て
る
時

間
を
増
や
す
な
ど
の
行
動
変
容
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に

小
児
科
医
の
外
来
業
務
の
内
容
を
身
体
・
心
理
・
社
会
的
な
見

地
に
立
っ
た
予
防
中
心
主
義
に
シ
フ
ト
で
き
る
か
が
、
こ
れ
か

ら
の
わ
が
国
の
小
児
医
療
・
小
児
保
健
に
問
わ
れ
て
い
る
大
き

な
課
題
と
考
え
ま
す
。
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大
学
医
学
部
附
属
病
院 

副
院
長

　

2
0
1
1
年 

東
京
大
学
教
育
研
究
評
議
会 

評
議
員

　

2
0
1
2
年 

独
立
行
政
法
人
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー 
理
事
長

　

2
0
1
4
年 

東
京
大
学 

名
誉
教
授

【
役
職
】

　

東
京
大
学
名
誉
教
授


